
鉄骨・鉄筋コンクリート造家屋建築工事業における階段、桟橋を起因物とする死傷災害発生事例（2017

年）

2017

年

発生

月

時間 死傷災害発生事例
年

齢

労

働

者

規

模

1
17～

18

新築中の住宅内部で当日の作業が終わり、不用ダンボール紙を抱えて内部階段を下

りる途中、足元が良く見えなかったため階段を踏み外して転倒し、中段の踊場に身

体の左側を強打し負傷した。

66
1～

9

1
9～

10

2～4階水平ネット撤去作業中、両手に丸めた水平ネットを持って階段を下りてい

る最中に持っていたネットが手摺に引っかかったのに気付かず降りたため、ネット

が引っ張られバランスを崩し、1階から3段目辺りから1F床へ転倒し、左ひざを床

コンクリートに強打し被災した。

43 ―

1
21～

22

施工管理業務を行っている被災者は、当日1階打ち合せ室より2階事務所へ戻る

為、階段で上がっていたが、最上段から2、3段下で足を滑らせ、1階まで滑り落ち

た模様（現認者無し）。 事務所にいた職員が確認した時は、階段下で被災者が横

向きで倒れていた。 意識はあったため状況を尋ねたが、覚えていない状況であ

り、頭を打った可能性もあるため病院へ搬送した。

63

10

～

29

2 17~18

建設現場の片付作業中、階段で躓き転倒した。 およそ2.3m程落下し、左足首を捻

挫した。 夕方の時間で暗くなり、視界も悪くなっていたが、早く終わらせようと

急いでいた。

26 ―

2 9~10

改修工事において、作業終了後、キャットウォークから2階機械室へ昇降タラップ

を伝って道具を片手に持ったまま降りていた。 途中で手を滑らせH1500程の高さ

から飛び下りたため、踵から着地し、左足踵骨折、右足を打撲した。

44
1～

9

本社2階から1階土木部へ戻る途中、手に持った書類を読みながら階段を下りてい 50



3 8~9 た。 最後の1段と思い左足を少し大きく踏み出したときに階段を踏みはずし、左足

から1階床に落ち、左足首が捻れて転倒し、左足首靭帯が伸びてしまった。

52 ～

99

3 15~16
工事作業中、鉄骨材料（長さ2.7m、重さ約18㎏）を2階へ担ぎ上げようとしたと

き、階段の2段目を踏みはずし骨折した。
72

1～

9

3 10~11
新築現場において安全パトロールを行っていたところ、足場階段から足をすべら

せ、階段の角に後頭部及び背中を強打し負傷した。
63

30

～

49

4
13～

14

営業業のため歩道を歩行中に、前方から歩行する人とすれ違う際に接触を避けよう

として、建物側（左側）へ寄ったところ、歩道と段差が生じている箇所（階段部）

へ転倒し、左足小指を骨折した。

57

100

～

299

4 8～9

階段室1の1F～2Fの踏面に下がりながら接着剤塗布作業中に、脚を滑らせ転落し

た。 その際ヘルメットのアゴ紐が外れ、ヘルメットが外れた状態で頭部を強打し

た。

68
1～

9

5 8～9

低層棟1階にて朝礼に参加後、地下1階の休憩所にて全体KY活動に参加するため、

高層棟鉄骨階段（南側）を利用し地下1階まで駆け下りていた。 その際、段差養生

用仮設踏板と鉄骨階段の本設段板との間に右足を引っ掛け、階段を5段程度滑り落

ち、左足首を負傷した。

52

100

～

299

5
16～

17

リフォーム現場（予定）調査の為、3階の部屋へ行き、調査後に3階から2階へ降り

る階段を2段降りたところで左足を滑らせ、右足を接地した反動で左足を振り上

げ、着地の際に強打して骨折した。

53

10

～

29

6
15～

16

会社（本社）の倉庫内で道具を探している際に、地下へ続く階段でバランスを崩

し、階段床に右手指をつき、右手薬指第1関節付近を骨折した。
24

50

～

99

6
11～

12

自社倉庫内で、棚等の取付作業中に、脚立の上（高さ1.5m位）からバランスを崩

して落下した際、右側腰等を打撲した。
26

1～

9

9
10～

11

アパートで現場調査をしている時、ハシゴをかついで階段を下りた際、足を踏み外

して腰を痛めた。
34

1～

9



9
10～

11

大規模修繕工事の現場で、休憩を取るため12階相当足場から、12階廊下へ降りる

際、玄関前の床付戸当たり上に着地、左足首を骨折した。
50

10

～

29

11
14～

15

被災者は、営業で訪問先へ向かう際、訪問先が地下だった為、1階から地下へ下り

る階段（12段程）を降りている途中で7段目の所で足を滑らせてしまい下まで転落

した。

57

100

～

299

11
11～

12

被災者は外掘棟B2F基礎建込み作業に従事していた。 地上からの昇降階段で耐圧版

上に降り、別の昇降階段からB2F床上へ昇ろうとしたところ、右足を捻った状態で

コンクリート床面に着地し被災した。 整形外科に向かったが、専門医が不在の

為、整形外科にて救急車を要請し、別の医療機関へ救急車にて搬送した。 診察、

レントゲンの結果、「右大腿骨骨折」、入院の為、搬送された。

21

10

～

29

11
16～

17

事務所東側外階段で、シュレッダーしたゴミの袋（45L）を事務所の外の収集場所

へ運ぶため、両手でゴミ袋を持ち2階から1階へ階段を下りる際、ゴミ袋によって

足元が見えづらく、階段の下から3段目を踏み外してコンクリートの地面へ落ち

て、両足首を負傷した。

35 ―

11
12～

13

社内階段を1階から2階へ上がる時に、足が躓き転倒した。 その際に胸を強打し

た。
24

1～

9

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_11.html

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_11.html
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